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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
反復単位を有する殺菌性ポリマービーズであって、該単位は、式
【化１】

を有し、Ｒは、ヒダントイン基
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【化２】

を有し、Ｒ１およびＲ２は、Ｃ１～Ｃ４アルキル、フェニル、およびアリールから独立し
て選択され、Ｘは、塩素または臭素であり、該ポリマービーズは、少なくとも３％架橋さ
れている多孔性の官能化されたメチル化ポリスチレンビーズから調製される、殺菌性ポリ
マービーズ。
【請求項２】
請求項１に記載のポリマービーズであって、該ビーズは、ジビニルベンゼンで架橋されて
いる、ポリマービーズ。
【請求項３】
請求項１に記載のポリマービーズであって、該ビーズは、３～１０％架橋されている、ポ
リマービーズ。
【請求項４】
請求項１に記載のポリマービーズであって、該ビーズは、５～８％架橋されている、ポリ
マービーズ。
【請求項５】
請求項１に記載のポリマービーズであって、Ｒ１およびＲ２は、メチルである、ポリマー
ビーズ。
【請求項６】
請求項１に記載の殺菌性メチル化ポリスチレンポリマービーズを製造する方法であって、
該方法は、
　官能化メチル化ポリスチレンポリマービーズとＮ－ハラミン前駆体およびアルカリ金属
塩基とを反応させ、ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有するメチル化ポリスチレンポリマ
ービーズを生成する工程、ならびに
　該ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有するメチル化ポリスチレンポリマービーズをハロ
ゲン化させて、該ペンダントＮ－ハラミン基を有する殺菌性メチル化ポリスチレンポリマ
ービーズを生成する工程、
を包含し、該Ｎ－ハラミンがヒダントインである、方法。
【請求項７】
請求項６に記載の方法であって、前記官能化メチル化ポリスチレンポリマービーズは、ポ
リ（クロロメチル）スチレンを含む、方法。
【請求項８】
請求項６に記載の方法であって、前記アルカリ金属塩基は、炭酸塩である、方法。
【請求項９】
請求項６に記載の方法であって、前記アルカリ金属塩基は、水酸化物である、方法。
【請求項１０】
請求項６に記載の方法であって、前記アルカリ金属塩基は、水素化物である、方法。
【請求項１１】
請求項６に記載の方法であって、前記アルカリ金属塩基は、ナトリウム塩基またはカリウ
ム塩基である、方法。
【請求項１２】
請求項６に記載の方法であって、前記反応は、無水ジメチルホルムアミド中で生じる、方
法。
【請求項１３】
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請求項６に記載の方法であって、前記反応は、無水ジメチルスルホキシド中で生じる、方
法。
【請求項１４】
請求項６に記載の方法であって、前記反応は、７０℃～１２０℃の温度で１２時間～９６
時間生じる、方法。
【請求項１５】
請求項１に記載の殺菌性メチル化ポリスチレンポリマービーズを製造するための方法であ
って、該方法は、
　Ｎ－ハラミン前駆体とアルカリ金属塩基とを反応させて、該Ｎ－ハラミン前駆体のアル
カリ金属塩を生成する工程；
　該Ｎ－ハラミン前駆体のアルカリ金属塩と官能化メチル化ポリスチレンポリマービーズ
とを反応させて、ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有するメチル化ポリスチレンポリマー
ビーズを生成する工程；および
　該ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有するメチル化ポリスチレンポリマービーズをハロ
ゲン化させて、該ペンダントＮ－ハラミン基を有する殺菌性メチル化ポリスチレンポリマ
ービーズを生成する工程、
を包含し、ここで該Ｎ－ハラミンがヒダントインである、方法。
【請求項１６】
請求項１５に記載の方法であって、前記官能化メチル化ポリスチレンポリマービーズは、
ポリ（クロロメチル）スチレンを含む、方法。
【請求項１７】
請求項１５に記載の方法であって、前記アルカリ金属塩基は、炭酸塩である、方法。
【請求項１８】
請求項１５に記載の方法であって、前記アルカリ金属塩基は、水酸化物である、方法。
【請求項１９】
請求項１５に記載の方法であって、前記アルカリ金属塩基は、水素化物である、方法。
【請求項２０】
請求項１５に記載の方法であって、前記アルカリ金属塩基は、ナトリウム塩基またはカリ
ウム塩基である、方法。
【請求項２１】
請求項１５に記載の方法であって、前記アルカリ金属塩と前記メチル化ポリスチレンポリ
マービーズとの反応は、無水ジメチルホルムアミド中で生じる、方法。
【請求項２２】
請求項１５に記載の方法であって、前記アルカリ金属塩と前記メチル化ポリスチレンポリ
マービーズとの反応は、無水ジメチルスルホキシド中で生じる、方法。
【請求項２３】
請求項１５に記載の方法であって、前記Ｎ－ハラミン前駆体と前記アルカリ金属塩基との
反応は、２５℃～１００℃の温度で１５分間～２時間生じる、方法。
【請求項２４】
請求項１５に記載の方法であって、前記アルカリ金属塩と前記メチル化ポリスチレンポリ
マービーズとの反応は、７０℃～１２０℃の温度で４時間～９６時間生じる、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（発明の分野）
　本発明は、水および空気の濾過用途において病原性微生物およびウイルスを不活化し、
それによりその水および／または空気をヒトの消費のために安全にするための、高度に架
橋された多孔性Ｎ－ハラミン殺菌性ポリマーの使用に関する。本発明はまた、市販される
製品（例えば、使い捨てオムツ、乳児の水着、失禁用パッド、包帯、生理用ナプキン、パ
ンティライナー、スポンジ、マットレスのカバー、靴の中敷き、動物用トイレ砂、カーペ
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ット、織物、およびエアフィルター）における有害な臭気ならびに感染症を生じ得る微生
物（例えば、細菌、真菌、および酵母）を不活化して、これらの製品を、一般的な使用条
件の下で有害な臭気および病原性生物を含まなくするためのこれらのポリマーの使用に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　（発明の背景）
　種々の殺菌性ポリマー（例えば、第四級アンモニウム塩、ホスホニウム物質、ハロゲン
化スルホンアミド、およびビグアナイド（Ｔｒｅｎｄｓ　Ｐｏｌｙｍ．Ｓｃｉ．４：３６
４（１９９６）参照））が、合成され、そして殺菌活性について試験されたが、Ｎ－ハラ
ミンとして公知である比較的新しい種類の化合物が大いに優れた特性（殺菌効力、長時間
の安定性、および効力が失われた際の再生能を含む）を有することが示された。殺菌性Ｎ
－ハラミンポリマーの一つの例は、ポリ－１，３－ジクロロ－５－（４’－ビニルフェニ
ル）ヒダントインであり、これは、ポリスチレンの安価な誘導体であり、そしてこれは米
国特許第５，４９０，９８３号（本明細書中全体にわたり参考として援用される）に最初
に記載された。水フィルターの消毒用途における使用のためのその殺菌性特性の次の開示
が、近年示された（Ｉｎｄ．Ｅｎｇ．Ｃｈｅｍ．Ｒｅｓ．３３：１６８（１９９４）；Ｗ
ａｔｅｒ　Ｒｅｓ．Ｂｕｌｌ．３２：７９３（１９９６）；Ｉｎｄ．Ｅｎｇ．Ｃｈｅｍ．
Ｒｅｓ．３４：４１０６（１９９５）；Ｊ．Ｖｉｒｏｌｏｇ．Ｍｅｔｈ．６６：２６３（
１９９７）；Ｔｒｅｎｄｓ　ｉｎ　Ｐｏｌｙｍ．Ｓｃｉ．４：３６４（１９９６）；Ｗａ
ｔｅｒ　Ｃｏｎｄ．＆　Ｐｕｒ．３９：９６（１９９７）参照）。このポリマーは、広い
スペクトルの病原体（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ、Ｐｓｅｕｄｏｍｏ
ｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ、Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ、Ｃａｎｄｉｄａ　
ａｌｂｉｃａｎｓ、Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｔｅｒｒｉｇｅｎａ、Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ
　ｐｎｅｕｍｏｐｈｉｌａ、およびロタウイルスなどを含む）に対して有効である。この
ポリマーは、水の消毒用途においておよそ数秒間の接触時間で大幅な対数減少を引き起こ
す。さらに、このポリマーは、少なくとも約４℃～約３７℃の範囲の室温で、少なくとも
約４．５～約９．０のｐＨ値で効果的であり、かつ生物汚染により引き起こされる大きな
塩素要求量を含有する水中においてさえも作用可能である。
【０００３】
　殺菌性ヒダントインポリマーは、水および有機化合物中に不溶性であり、従って液体培
地においては移動しない。このポリマーは、乾式保存において長期間安定である（周囲温
度おいて少なくとも一年の貯蔵寿命）。このポリマーは、工業規模で生産され得る。さら
に、これまでに得られた全ての証拠は、このポリマーが接触においてヒトおよび動物に無
毒であり、かつ感作しないことを示唆する。
【０００４】
　種々の微生物（特定の細菌、真菌、および酵母）は、他の有用な市販製品において不快
な臭気を産生する体液（例えば、尿および血液）の分解または生物膜の形成を助長するこ
とが可能である。細菌（例えば、Ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｍｍｏｎｉａｇｅｎｅｓおよび
Ｐｒｏｔｅｕｓ　ｍｉｒａｂｉｌｉｓ）は、尿の分解を顕著にさせて、ウレアーゼ酵素の
触媒機構により有害なアンモニアガスを形成することが公知である（例えば、米国特許第
５，９９２，３５１号を参照）。このポリマーのポリ－１，３－ジクロロ－５－メチル－
５－（４’－ビニルフェニル）ヒダントインは、Ｐｒｏｔｅｕｓ　ｍｉｒａｂｉｌｉｓの
不活化に有効であり、従ってアンモニアガスにより作り出される不快な臭気を最小にする
ことが、示された（米国特許出願第０９／６８５，９６３号、（本明細書中に全体が参考
として援用される）。また、このポリマーは、体液に不溶性であり、皮膚表面へ移動せず
、従って使い捨てオムツ、失禁用パッド、包帯、生理用ナプキン、およびパンティライナ
ーに有用である。
【０００５】
　しかし、均一な粒子としてポリ－１，３－ジクロロ－５－メチル－５－（４’－ビニル
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フェニル）ヒダントインの調製は、冗長であり、三工程の合成、および試薬（例えば、シ
アン化カリウムおよび二硫化炭素）の使用、ならびにそれら工程の内の一つにおける高圧
リアクタの使用を必要とする。完全に塩素化された場合、このポリマーは、約２０重量％
の塩素と結合し、顕著な塩素の臭気を生じる。従って、新規の殺菌性化合物が、これら不
利益がより少なくなるように開発されることが望まれる。
【０００６】
　米国特許出願第０９／９４８，９４５号（本明細書中にその全体が参考として援用され
る）は、ペンダントＮ－ハラミンを有する高度に架橋されたポリスチレンの殺菌性ビーズ
を記載する。この出願において、先行技術における前述の欠点が取り扱われた。しかし、
他の代替方法が望ましい。本出願は、先行技術の欠点を満たし、そしてさらに関連するア
ドバンテージを提供する。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（発明の要旨）
　本発明は、メチレン基によってスチレンのベンゼン環に結合するペンダントハロゲン化
Ｎ－ハラミン基および非ハロゲン化Ｎ－ハラミン基を有する反復スチレン単位を有するポ
リマーに関する。非ハロゲン化形態は、Ｎ－ハラミン前駆体と呼ばれる。一つの局面にお
いて、本発明は、ペンダントＮ－ハラミン前駆体を有するメチレン化ポリスチレン化合物
に関し、Ｎ－ハラミン基を有する殺菌性メチル化ポリスチレン化合物に関し、かつこれら
の調製のための方法に関する。
【０００８】
　Ｎ－ハラミン基は、複素環式の単環式の４員環～７員環であり、その環の少なくとも３
個の成分は、炭素であり、その環の１～３個の成分は、窒素ヘテロ原子であり、その環の
０～１個の成分は、酸素へテロ原子であり、そして０～２個の炭素成分は、カルボニルで
ある。少なくとも一つの環窒素は、これに結合している塩素原子または臭素原子を有する
。前駆体Ｎ－ハラミン基は、どの環窒素にも塩素原子も臭素原子も欠く複素環式基である
。前駆体Ｎ－ハラミン基は、全ての環窒素に結合している水素またはヒドロキシアルキル
基を有し、この環窒素は、連結基に結合していない。一つの実施形態において、この連結
基は、メチレン基である。このメチレン基は、Ｎ－ハラミンまたはＮ－ハラミン前駆基を
ポリスチレンのベンゼン環に結合する。Ｎ－ハラミンまたはＮ－ハラミン前駆基の代表は
、ハロゲン化ヒダントイン、ハロゲン化イミダゾリジノン、ハロゲン化オキサゾリジノン
、およびハロゲン化イソシアヌレートならびに非ハロゲン化ヒダントイン、非ハロゲン化
イミダゾリジノン、非ハロゲン化オキサゾリジノン、および非ハロゲン化イソシアヌレー
トである。
【０００９】
　本発明のポリマー化合物は、メチレン化ポリスチレン粒子に由来することが好ましい。
この粒子は、吸収性材料を伴う吸収性コアを有する吸収性物品に使用され得る。メチレン
化ポリスチレンとは、このベンゼン環に結合しているメチレン基を有するポリスチレンを
いう。このメチレン基は、Ｎ－ハラミンまたはＮ－ハラミン前駆基に対する結合である。
代表的なメチル化ポリスチレンは、ポリ（ｐ－メチル）スチレンである。代表的な官能化
メチル化ポリスチレンは、ポリ（ｐ－クロロメチル）スチレンである。本発明の一つの実
施形態において、ジビニルベンゼンで架橋されているクロロメチル化ポリスチレンは、本
発明の化合物を製造するための出発物質として使用される。しかし、他の架橋剤が、利用
され得る。本発明の殺菌性化合物について認識される使用は、種々の細菌保有媒体（水、
油、および空気が挙げられるが、これらに限定されない）の消毒である。本発明の化合物
は、吸収性材料と混合され得、そして消毒用、および体液に含有される有機物質の分解に
より引き起こされる不快な臭気の予防のための吸収性物品へ組み込まれる。
【００１０】
　本発明のさらなる実施形態は、Ｎ－ハラミン前駆基を有するメチレン化ポリスチレンお
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よびその殺菌性誘導体の合成に関する。Ｎ－ハラミン前駆体は、少なくとも一つの環窒素
が、ハロゲンに結合される場合、殺菌性にされる。好ましくは、このハロゲンは、塩素原
子かまたは臭素原子のいずれかである。
【００１１】
　本発明の化合物を生成する一つの実施形態において、Ｎ－ハラミン前駆体に対して反応
する高度に架橋された官能化メチル化ポリスチレンの多孔性ビーズが出発物質として使用
される。このメチル化ポリスチレンは、ハロゲン（例えば、塩素原子）をメチル基上に配
置して、Ｎ－ハラミンまたはＮ－ハラミン前駆基に対して反応するポリスチレンを作るこ
とにより、官能化される。
【００１２】
　一つの実施形態において、本発明は、ポリスチレンを提供し、このポリスチレンは、メ
チレン基によりそのポリスチレンのベンゼン環のうちの少なくともいくつかに対して結合
されているＮ－ハラミン前駆基を有する。
【００１３】
　別の実施形態において、本発明は、ポリスチレンを提供し、このポリスチレンは、メチ
レン基によりそのポリスチレンのベンゼン環のうち少なくともいくつかに対して結合して
いる殺菌性Ｎ－ハラミン基を有する。
【００１４】
　さらなる実施形態において、本発明は、ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有するメチル
化ポリスチレンを生成するための方法を提供する。この方法は、官能化メチル化ポリスチ
レンとＮ－ハラミン前駆体およびアルカリ金属塩基とを反応させて、ペンダントＮ－ハラ
ミン前駆基を有するメチル化ポリスチレンを生成する工程を包含する。一つの実施形態に
おいて、使用される官能化メチル化ポリスチレンは、約７０℃～約１２０℃の温度におい
て、約１２時間～約９６時間、Ｎ－ハラミン前駆体および上記塩基と反応させられる。こ
のポリスチレンを殺菌性とするためには、ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有するメチレ
ン化ポリスチレンをハロゲン化しペンダントＮ－ハラミン基を有する殺菌性メチル化ポリ
スチレンを生成することが必要である。
【００１５】
　ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有するメチル化ポリスチレンを生成するための代替的
な実施形態は、Ｎ－ハラミン前駆体とアルカリ金属塩基とを反応させて、このＮ－ハラミ
ン前駆体のアルカリ金属塩を製造することを含む。一つの実施形態において、このＮ－ハ
ラミン前駆体は、約２５℃～約１００℃の温度において約１５分間～約２時間、上記アル
カリ金属塩基と反応させられる。この方法は、上記Ｎ－ハラミン前駆体のアルカリ金属塩
と官能化メチル化ポリスチレンとを反応させて、ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有する
メチル化ポリスチレンを生成する工程を包含する。一つの実施形態において、使用される
官能化メチル化ポリスチレンは、約７０℃～約１２０℃の温度において約４時間～約９６
時間、Ｎ－ハラミン前駆体塩と反応させられる。ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有する
メチル化ポリスチレンを製造するいずれかの方法が、殺菌性誘導体を生成するために使用
され、そしてその方法は、ペンダントＮ－ハラミン基を有する殺菌性メチル化ポリスチレ
ンを生成するためにペンダントＮ－ハラミン前駆基を有するハロゲン化メチル化ポリスチ
レンを必要とする。
【００１６】
　本発明の一つの実施形態は、水および空気の消毒のためのフィルター中における殺菌性
ポリマー化合物の使用に関する。
【００１７】
　本発明の一つの実施形態は、適用例（使い捨てオムツ、乳児用水着、失禁用パッド、包
帯、生理用ナプキン、パンティライナーなど）における消毒および体液の臭気の制御に関
する。
【００１８】
　出発物質としてクロロメチル化ポリスチレンビーズを使用して本発明に従って製造され
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る殺菌性化合物は、合成のために以前よりも少数の工程しか必要とせず、以前に生成され
たＮ－ハラミンポリマー（米国特許第５，４９０，９８３号、Ｗｏｒｌｅｙら）よりも塩
素ガス抜けが少ないが適切な殺菌性効力は維持する。クロロメチル化ポリスチレンビーズ
が、イオン交換樹脂および弱殺菌性ポリ第四級アンモニウム塩を調製するために従来利用
された（米国特許第４，３４９，６４６号および米国特許第４，８２６，９２４号）が、
強力な殺菌性Ｎ－ハラミン部分を伴っては官能化されなかった。
【００１９】
　（好ましい実施形態の詳細な説明）
　本発明は、以下の具体的な詳細な説明を実施形態およびここに含まれる実施例を参照す
ることによって、より容易に理解され得る。
【００２０】
　本発明の一つの実施形態は、反復単位を有するポリマーを提供し、この反復単位は、構
造
【００２１】

【化１３】

を有する。
【００２２】
　この反復単位のＲ部分は、
【００２３】
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【化１４】

【００２４】
【化１５】

のＮ－ハラミン前駆体（Ｘが、水素である場合）またはＮ－ハラミン（Ｘは、塩素または
臭素である場合）のうちから選択される。
【００２５】
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　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４は、Ｃ１～Ｃ４アルキル、フェニル、またはアリールか
ら独立して選択され、Ｘは、水素、塩素、または臭素であり、この化合物が、殺菌性Ｎ－
ハラミンである場合は、これらの少なくとも一つは、塩素または臭素でなければならず、
Ｎ－ハラミン前駆体についてはＸは、塩素でも臭素でもない。「独立して選択される」は
、Ｃ１～Ｃ４アルキル、フェニルおよびアリールから選択される部分を伴う一以上のＲｎ

基の可能な全ての組み合わせを含む。従って、このＲｎ基は、全て同一の基であっても、
全て異なる基であっても、任意の他の組み合わせであっても良い。ポリマー化合物が、ホ
モポリマーである場合、この反復単位は、連続的に現れ、またはこのポリマー化合物が、
コポリマーである場合、この反復単位は、一以上の異なる反復単位を伴う。
【００２６】
　本発明の一つの局面において、ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有するメチル化ポリス
チレン、およびペンダントＮ－ハラミン基を有する殺菌性メチル化ポリスチレンが、提供
され、このＮ－ハラミン基およびＮ－ハラミン前駆基は、ハロゲン化ヒダントイン、ハロ
ゲン化イミダゾリジノン、ハロゲン化オキサゾリジノン、もしくはハロゲン化イソシアヌ
レートまたは非ハロゲン化ヒダントイン、非ハロゲン化イミダゾリジノン、非ハロゲン化
オキサゾリジノン、もしくは非ハロゲン化イソシアヌレートのいずれかである。
【００２７】
　一つの実施形態において、本発明は、ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有するメチル化
ポリスチレンを提供する。このメチル化ポリスチレンは、高度に架橋されたクロロメチル
化ポリスチレンから誘導される。ペンダントＮ－ハラミン基を有するこのメチル化ポリス
チレンは、複素環式部分の窒素に結合したハロゲンの効力により殺菌性である。本発明の
このメチル化ポリスチレンは、高度に架橋され、そのため不溶性のポリマービーズである
。一つの実施形態において、ペンダントＮ－ハラミン基を有するこのメチル化ポリスチレ
ンは、殺菌性ポリマービーズである。
【００２８】
　この殺菌性ポリマービーズは、水、切削油、または空気の消毒のためのフィルターにお
いて使用され得る。この殺菌性ポリマービーズは、吸収性材料と混合され得る。適切な吸
収性材料としては、使い捨てオムツ中の材料が挙げられ、天然繊維および合成繊維を含む
。この天然繊維の中には、最も一般には木材パルプに由来するセルロース繊維がある。合
成繊維としては、ポリオレフィンなどが挙げられる。ポリオレフィンとしては、ポリプロ
ピレンおよびポリエチレンが挙げられる。超吸収性ポリマーは、本発明の殺菌性ポリマー
と組み合わされ得る。吸収性物品においては、本発明の殺菌性ポリマーは、体液に関与す
る用途例（使い捨てオムツ、乳児用水着、失禁用パッド、包帯、生理用ナプキン、パンテ
ィライナー、マットレスのカバー、靴の中敷き、スポンジ、および動物用トイレ砂を含む
）について、約０．１～約５．０重量％、より好ましくは約１．０重量％より構成され得
る。この重量％は、上記ポリマーと任意の吸収性コア成分（例えば、木材パルプ、任意の
合成繊維または天然繊維、セルロース繊維、ポレオレフィン繊維、超吸収性ポリマーなど
）との総重量に基づく。空気フィルター、コーティング、または利用可能なフィルター材
料への殺菌性ポリマーの単なるはめ込みについては、約０．１～約２．０重量％、より好
ましくは約０．５～約１．０重量％が、適していると考えられる。この重量％は、ポリマ
ーと任意のフィルター材料との総重量に基づく。
【００２９】
　本発明の殺菌性ポリマービーズは、上記ビーズに触れる水または空気媒体中に含まれる
病原性微生物およびウイルスを不活化する。いくつかの用途において、上記媒体をこのビ
ーズへ貫流させ、そして接触させることが望ましい。この殺菌性ビーズは、有害な臭気を
防止するかまたは最小化にする。この殺菌性ビーズは、体液中の有機物の分解を増強して
、アンモニアまたは他の有害な物質にする微生物を、不活化すると考えられる。殺菌性で
ある場合、微生物の不活化によってこのビーズは、空気フィルターにおける有害な臭気を
防止するかまたは最小化にする。これらの微生物としては、白カビおよびカビを生ずるも
の、ならびにビーズの表面に接触し得るいずれかの液体またはエアロゾルに由来するもの
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が挙げられる。この殺菌性ポリマーの作用メカニズムは、微生物と、このポリマーのＮ－
ハラミン基に共有結合する塩素原子または臭素原子との表面接触の結果であると考えられ
る。この塩素原子または臭素原子は、微生物の細胞へと転移される。微生物の細胞におい
て、これらの塩素原子または臭素原子は、微生物の細胞において完全には理解されていな
いが、おそらくその生物に含まれる酵素内に含まれる必須基の酸化を含む機構を介して不
活化を引き起こす。
【００３０】
　上記殺菌性ポリマービーズを組み込む広範な種類のカートリッジ式濾過装置が使用され
得る（小さい水処理場ならびに大きな飛行機、ホテル、およびコンベンションセンターの
空気処理システムにおける非常に大きな単位、ならびに家庭用のガラス瓶および水栓のた
めに使用され得る小さなフィルター、ならびにバックパッキングおよび軍事分野での使用
のための携帯用デバイスを含む）。広範な種類の吸収性材料および充填用材料が、上記殺
菌性ポリマーと組み合わせて使用され得、有害な臭気を防止することを補助する。吸収性
材料は、液体、エアロゾル粒子、および固体の汚染物質を、殺菌性ポリマービーズが、臭
気を引き起こす微生物と接触し得るのに充分な期間、保持することが可能である。吸収性
材料としては、膨張可能な粘土、ゼオライト、アルミナ、シリカ、セルロース、木材パル
プ、超吸収性ポリマーおよび繊維（ポリオレフィン繊維（例えばポリプロピレン繊維およ
びポリエチレン繊維）を含む）が挙げられるが、これらに限定されない。この吸収性材料
は、さらにアジュバント（例えば美容目的の脱臭剤、芳香剤、顔料、色素およびこれらの
混合物）を含み得る。この殺菌性ポリマービーズは、オムツ、失禁用製品、乳児用水着、
パンティライナー、生理用ナプキンなどの吸収性コア中に使用され得る。
【００３１】
　以前の臭気を制御する技術を超える本発明の殺菌性ポリマービーズの顕著な利点は、本
発明のビーズが、市販の殺生物剤（第四級アンモニウム塩）よりも病原性微生物（例えば
、Ｓ．ａｕｒｅｕｓおよびＰ．ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）に対してずっと有効な殺生物剤で
あることである。この殺菌性ポリマービーズは、臭気を引き起こす微生物の不活化および
疾患を引き起こす病原体の不活化という、二重の機能を供給し得る。従って、この殺菌性
ポリマービーズは、医療環境における広範な用途を有する。
【００３２】
　本発明の実施は、ヒトおよび動物の両方の体液により生じる臭気ならびに風媒性および
飲料水媒性の生物へ適用されるということが、理解されるべきである。
【００３３】
　別の局面においては、本発明は、ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有するメチル化ポリ
スチレンおよびペンダントＮ－ハラミン基を有するメチル化ポリスチレンを生成するため
の方法を提供する。最初の事項として、Ｎ－ハラミン前駆体またはＮ－ハラミン基に対し
て反応するように官能化されたメチル化ポリスチレンが得られた。一つの実施形態におい
て、このメチル化ポリスチレンは、塩素原子をメチレン基に対して結合することにより官
能化される。ある代表的な官能化メチル化ポリスチレンは、ポリ（ｐ－クロロメチル）ス
チレンである。架橋ポリ（クロロメチル）スチレンは、非常に小さな微粒子サイズからの
範囲で商業的供給源から入手可能である。
【００３４】
　一般に、化学反応は、全ての反応物質が、この反応物質の最大限の接触を確保する溶媒
和物に溶解された場合に、最もよく進む。高度に架橋されたクロロメチル化ポリスチレン
ビーズ（ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）に不溶性であった）の不均質反応は、Ｎ－ハラ
ミン前駆体化合物と混合されただけの場合にＤＭＦにおいてよく進行したことは、予測さ
れなかった。しかし、不均質相において実行された反応は、官能化メチル化ポリスチレン
ビーズに対するＮ－ハラミン前駆体の適切な反応を提供することから証明された。この殺
菌性ポリマービーズは、出発物質の高度に架橋されたクロロメチル化ポリスチレン粒径に
依存して種々の粒径で製造され得る。高度に架橋されたクロロメチル化ポリスチレンの別
の利点は、このビーズが多孔性であり、効率的不均質反応を実施することが可能であるこ
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とである。非多孔性ビーズは、同時に低殺菌性効力もまた伴って使用され得る。理想的に
は、本明細書中に記載される用途のために、この殺菌性ポリマービーズの粒径は、約１０
０～約１５００μｍの範囲内が好ましく、約２００～約８００μｍの範囲内がより好まし
い。これらの範囲内の粒径は、微生物学により汚染された流体に適切な流動特性を提供し
、そして作業者の呼吸器系が細かいエアロゾル化粒子に曝される危険性を低下させる。こ
れらの二つの要因は、米国特許第５，４９０，９８３号に開示される粉末バージョンのポ
リ－１，３－ジクロロ－５－メチル－５－（４’－ビニルフェニル）ヒダントインまたは
ポリ－１，３－ジブロモ－５－メチル－５－（４’－ビニルフェニル）ヒダントインを超
える顕著な改善を提供し、そして米国特許出願第０９／６８５，９６３号に記載されるよ
うな臭気を制御するための使用を提供する。好ましくは、本明細書中で企図される用途に
ついて、この殺菌性ポリマービーズは、約１０ｎｍ～約１００ｎｍの範囲、より好ましく
は、約３０ｎｍ～約７０ｎｍの範囲における孔径を有すべきである。この多孔性構造は、
合成反応の工程において有利であり、それはこの高架橋化ビーズが、有機溶媒および水に
不溶であるためである。出発物質のクロロメチル化ポリスチレンの架橋の程度は、約３重
量％～約１０重量％の範囲内にし、硬度および溶解性の欠如を確実にするべきである。一
つの実施形態において、架橋の程度は、約５重量％～約８重量％である。多数の型の高架
橋多孔性クロロメチル化ポリスチレンビーズが存在し、これらは、本発明の合成反応工程
において使用され得る。架橋クロロメチル化ポリスチレンビーズの供給者としては、Ｓｕ
ｑｉｎｇ　Ｇｒｏｕｐ（Ｊｉａｎｇｙｉｎ，Ｊｉａｎｇｓｕ，ＰＲＣ）およびＰｕｒｏｌ
ｉｔｅ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，ＰＡ）が挙げられる。
【００３５】
　ペンダントＮ－ハラミン前駆体を有するメチル化ポリスチレンを作製する代表的な方法
は、以下のとおりである。一つの実施形態において、清潔な高架橋多孔性クロロメチル化
ポリスチレンビーズが、媒体（例えば、ＤＭＦ）に懸濁される。このクロロメチル化ポリ
スチレンビーズは、Ｎ－ハラミン前駆体（例えば、５，５－ジメチルヒダントイン）と、
炭酸アルカリ金属（例えば、炭酸カリウム）の存在下で約７０℃～約１２０℃、好ましく
は約９５℃の温度で、約１２時間～約９６時間反応させられて、ペンダントＮ－ハラミン
前駆基を有するメチル化ポリスチレンを産生する。この反応のための時間は、代表的に、
炭酸アルカリ金属が使用される場合は、７２時間である。
【００３６】
　代替的な実施形態において、このＮ－ハラミン前駆体のアルカリ金属塩は、最初にＮ－
ハラミン前駆体とアルカリ金属塩基とを約２５℃～約１００℃の温度で、約１５分間～約
２時間反応させることにより、調製される。このアルカリ金属塩基は、好ましくは、炭酸
塩、水酸化物、または水素化物であり、そしてナトリウムまたはカルシウムから選択され
るアルカリ金属を含む。このＮ－ハラミン前駆体とクロロメチル化ポリスチレンとの間の
反応時間は、Ｎ－ハラミン前駆体のアルカリ金属塩が最初に調製される場合、減少する。
次いで、この塩は、Ｎ－ハラミン前駆体のアルカリ金属塩とクロロメチル化ポリスチレン
との間のその後の反応において使用され、ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有するメチル
化ポリスチレンを産生する。この続く反応のための時間および温度は、約７０℃～約１２
０℃の温度で、約４時間～約９６時間であるが、代表的には約１２時間以下である。従っ
て、この全調製時間は、後者の２工程の反応方法を使用することにより減少させ得る。
【００３７】
　いずれかの方法により作製された単離生成物ビーズは、精製の目的で煮沸水中において
洗浄される。ペンダントＮ－ハラミン前駆基を有するメチル化ポリスチレンビーズを作製
した後、このビーズの水性懸濁液は、塩素化または臭素化されこのビーズに殺菌性を提供
する。ハロゲン化は、水性塩基で、遊離塩素（例えば、ガス状の塩素、次亜塩素酸ナトリ
ウム、次亜塩素酸カルシウム、ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム）または遊離臭素（例
えば、液体臭素、臭化ナトリウム／ペルオキジ一硫酸カリウム）の供給源にこのビーズを
曝すことにより達成される。塩素ガスが使用される場合、このリアクタは好ましくは、約
１０℃まで冷却され、望ましくない副作用を防止する。周囲温度は、遊離ハロゲンの他の
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述べられた供給源のために使用され得、そしてこの反応は、リアクタにおいて、または非
ハロゲン化前駆体を詰められたカートリッジフィルター内においてインサイチュで実施さ
れ得る。これらの方法を使用して、ビーズの約６～７重量％の塩素および約８～９重量％
の臭素の一般的な負荷が、通常得られる。
【００３８】
　本発明は、より詳細に以下の実施例に記載され、これらの実施例は、例示としてのみ意
図される。なぜなら、これらの実施例における多数の改変および変更物は、当業者に明白
であるからである。
【実施例】
【００３９】
　（実施例１）
　（塩素化したメチル化ポリスチレンヒダントインビーズの代表的な調製法）
　１８０～４２５μｍの範囲の粒径を有するが未確定の孔径を有する５．６％架橋された
クロロメチル化ポリスチレンの多孔性ビーズ（２０．８５重量％の塩素を含有する）（Ｓ
ｕｑｉｎｇ　Ｇｒｏｕｐ（Ｊｉａｎｇｙｉｎ，Ｊｉａｎｇｓｕ，ＰＲＣ）から得られる）
を、２５℃で３０分間、アセトン（４００ｍｇ／ｍＬ）にこのビーズを浸すこと、次いで
濾過漏斗において３回アセトン（０．５ｍＬ／ｇ）をこのビーズを通過させることにより
、洗浄した。５０℃において減圧下で恒量まで乾燥させた後、２０．３ｇ（約０．１２モ
ルの活性塩素）のビーズを、コンデンサを備えた２５０ｍＬフラスコ中１５０ｍＬの無水
ＤＭＦに懸濁した。次いで１６．５ｇの無水炭酸カリウム（０．１２モル）および１５．
４ｇ（０．１２モル）の５，５－ジメチルヒダントインを添加し、そしてこの混合物を、
９５℃で７２時間、撹拌した。この混合物を２５℃まで冷却した後、吸引濾過を使用して
、このビーズを単離した。次いでこのビーズを、１５分間５００ｍＬの煮沸水に浸し、そ
の後１００ｍＬの煮沸水で３回洗浄した。次いでこのビーズを、８５℃で減圧下において
恒量（２７．２ｇまたは追加３４．０％）まで乾燥させた。ＫＢｒペレット中のこのビー
ズの小サンプル（粉体まで粉砕）の赤外線スペクトルは、１７１５ｃｍ－１および１７７
６ｃｍ－１に顕著なバンド（二つの予期されるカルボニル伸長バンド）を示し、これはヒ
ダントイン官能基の存在を示した。
【００４０】
　次いで上記のようなヒダントイン官能基を有する１０．０ｇの多孔性ビーズを、５０ｍ
Ｌの５．２５％の次亜塩素酸ナトリウムおよび５０ｍＬの水（このｐＨは、２Ｎ酢酸の添
加により７．５に調整した）を含むフラスコ中で懸濁した。この混合物を、２５℃で４５
分間撹拌し、濾過し、そして２５℃にて１００ｍＬの水で３回洗浄した。このように塩素
化したビーズを、５０℃で減圧下において、その重量が定常になるまで乾燥させた。チオ
硫酸ナトリウム／ヨウ素滴定は、乾燥させたビーズの塩素負荷が、６．２３重量％である
ことを示した。ＫＢｒペレット中のこのビーズの小サンプル（粉体まで粉砕）の赤外線ス
ペクトルは、一塩素化ヒダントイン官能基について予想されるとおり１７２６ｃｍ－１お
よび１７９０ｃｍ－１に顕著なバンドを示した。
【００４１】
　（実施例２）　
　（塩素化したメチル化ポリスチレンヒダントインビーズの代替的な代表的な調製法）
　５，５－ジメチルヒダントインのカリウム塩を、２５．６ｇ（０．２モル）の５，５－
ジメチルヒダントインと１１．２ｇ（０．２モル）の水酸化カリウムとを１００ｍＬの煮
沸エタノール中で撹拌しながら反応させることにより、調製した。このエタノールおよび
生成水を、白色の塩が得られるまで減圧下において除去した。この塩を、２００ｍＬの無
水ＤＭＦに添加し、そして全ての塩が溶解されるまで９５℃まで加熱した。次いで８．１
２ｇ（約０．０４８モルの活性塩素）の清浄になったクロロメチル化ポリスチレンビーズ
を添加し、そしてこの混合物を、約１００℃で１２時間、撹拌しながら加熱した。ヒダン
トインの未反応カリウム塩およびＤＭＦを、さらなる使用のためにリサイクルし、そして
ヒダントイン基により官能化されたビーズを洗浄し、そして実施例１のような恒量まで８
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５℃で減圧下において乾燥させた。この様式で調製したビーズの重量は、１１．０ｇ（追
加３５．５重量％）であった。実施例１のようなビーズの塩素化は、６．３重量％の塩素
付加を生じた。この塩素化ビーズを調製する代替方法は、ヒダントイン部分による官能化
のための反応時間が、かなり減少される（７２時間から１２時間まで）ので実施例１にお
ける方法よりも優れているようである。
【００４２】
　（実施例３）
　（臭素化したメチレン化ポリスチレンヒダントインビーズの代表的な調製法）
　実施例１に記載するように調製したメチル化ポリスチレンヒダントインビーズ（５．０
ｇ）を、４０ｍＬの１０％次亜塩素酸ナトリウムおよび４０ｍＬの水を含有する溶液中に
懸濁した。このｐＨは、２Ｎ酢酸を使用して７．０に調製した。この混合物を、２５℃で
１時間、撹拌した。この臭素化ビーズを、濾過により除去し、１００ｍＬの水で３回洗浄
し、そして恒量が得られるまで減圧下で乾燥させた。チオ硫酸ナトリウム／ヨウ素滴定に
より決定された臭素の含有量は、８．２重量％であった。ＫＢｒペレットにおけるこのビ
ーズの小サンプル（粉末まで粉砕）の赤外線スペクトルは、一臭素化ヒダントイン官能基
の存在と一致する１７１４ｃｍ－１および１７７６ｃｍ－１で顕著なバンドを示した。
【００４３】
　（実施例４）
　（塩素化したメチル化ポリスチレンヒドロキシメチルヒダントインビーズの代表的な調
製法）
　１８０～４２５μｍの範囲の粒径を有するが未確定の孔径を有する５．６％架橋された
クロロメチル化ポリスチレンの多孔性ビーズ（２０．８５重量％の塩素を含有する）（Ｓ
ｕｑｉｎｇ　Ｇｒｏｕｐ（Ｊｉａｎｇｙｉｎ，Ｊｉａｎｇｓｕ，ＰＲＣ）から得られる）
を、実施例１に記載するように洗浄した。５０℃で減圧下において恒量まで乾燥させた後
、１０．５７ｇ（約０．０６２モルの活性塩素）のビーズを、コンデンサを備えた２５０
ｍＬフラスコ中１５０ｍＬの無水ＤＭＦに懸濁した。次いで１０．７ｇの無水炭酸カリウ
ム（０．０７８モル）および１２．３ｇ（０．０７８モル）の１－ヒドロキシメチル－５
，５－ジメチルヒダントインを添加し、そしてこの混合物を、１００℃で４８時間撹拌し
た。この混合物を２５℃まで冷却した後、吸引濾過を使用してヒダントイン基により官能
化されたビーズを単離した。次いでこのビーズを、１００ｍＬの水で３回洗浄し、１５分
間２５０ｍＬの煮沸水に浸し、そして続いて１００ｍＬの水で２回洗浄した。次いでこの
ビーズを、８５℃で減圧下において恒量（１３．９８ｇまたは追加３２．３％重量）まで
乾燥させた。ＫＢｒペレット中のこのビーズの小サンプル（粉体まで粉砕）の赤外線スペ
クトルは、１７１５ｃｍ－１および１７７７ｃｍ－１に顕著なバンド（二つの予期される
カルボニルの伸長バンド）を示し、これはヒダントイン官能基の存在を示した。
【００４４】
　次いで上記のようなヒダントイン基を用いて官能化した５．０ｇの多孔性ビーズを、４
０ｍＬの５．２５％の次亜塩素酸ナトリウムおよび４０ｍＬの水（このｐＨは、２Ｎ酢酸
の添加により７．５に調整した）を含むフラスコに懸濁した。この混合物を、２５℃で１
時間撹拌し、濾過し、そして２５℃で１００ｍＬの水で３回洗浄した。このように塩素化
したビーズを、５０℃で減圧下において、その重量が定常になるまで乾燥させた。チオ硫
酸ナトリウム／ヨウ素滴定は、乾燥させたビーズの塩素負荷が、６．８３重量％であるこ
とを示した。ＫＢｒペレット中のこのビーズの小サンプル（粉体まで粉砕）の赤外線スペ
クトルは、一塩素化ヒロキシメチルヒダントイン官能基について予想されるとおり１７２
８ｃｍ－１および１７９２ｃｍ－１に顕著なバンドを示した。
【００４５】
　（実施例５）
　（塩素化したメチル化ポリスチレンイミダゾリジノンビーズの代表的な調製法）
　２５０ｍＬフラスコに２．８４ｇ（０．０２モル）の２，２，５，５－テトラメチルイ
ミダゾリジン－４－オン（ＴＭＩＯ）（Ｔｓａｏ，ら、Ｂｉｏｔｅｃｈ．Ｐｒｏｇ．７：
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６０（１９９１）に記載されるように調製した、０．４９ｇ（０．０２モル）の水素化ナ
トリウムおよび１００ｍＬの無水ＤＭＦを添加した。２５℃で２時間この混合物を撹拌し
た後、６．０ｇ（０．０３５モルの活性塩素）のクロロメチル化ポリスチレンビーズを、
添加した。この混合物を、９５℃で４８時間、撹拌し、冷却し、濾過し、そしてイミダゾ
リジノン基により官能化したビーズを、１００ｍＬの水で２回洗浄し、次いで１５分間煮
沸水中に保持した。濾過後、このビーズを、再び１００ｍＬの水で二回洗浄し、次いで７
５℃で減圧下において恒量（６．６５ｇ）が得られるまで乾燥させた。追加重量％は、１
０．８％であった。この追加比率は、先の実施例において記載した他のビーズについての
比率よりも小さかった。ＫＢｒペレット中のこのビーズの小サンプル（粉体まで粉砕）の
赤外線スペクトルは、１６１３ｃｍ－１および１６９６ｃｍ－１に顕著なバンドを示し、
これは複素環部分のアミド窒素においてこのポリマービーズにおそらく結合したイミダゾ
リジノン官能基の存在を示した。
【００４６】
　次いでイミダゾリジノン基を用いて官能化した３．４ｇのこのビーズを、２５℃で１時
間、ｐＨ７．５（４Ｎ酢酸の添加により調整された）において２０ｍＬの５．２５％次亜
塩素酸ナトリウムおよび２０ｍＬの水に浸した。濾過しそして１００ｍＬの水で３回洗浄
した後、このビーズを、５０℃で減圧下において、恒量になるまで乾燥させた。チオ硫酸
ナトリウム／ヨウ素滴定は、乾燥させたビーズの塩素負荷が、２．８５重量％であること
を示した。ＫＢｒペレット中のこのビーズの小サンプル（粉体まで粉砕）の赤外線スペク
トルは、１６０９ｃｍ－１および１７１７ｃｍ－１に顕著なバンド（やや小さい塩素負荷
を示す）を示した。
【００４７】
　（実施例６）
　（塩素化したメチル化ポリスチレンヒダントインビーズの安定性）
　実施例１に記載するように調製した塩素化したメチル化ポリスチレンヒダントインビー
ズ（５．０ｇ）を、約５０℃で減圧下において、恒量を得るまで乾燥させた。これらのビ
ーズを、フタをした褐色のボトルに保存した。９０日間にわたって定期的に、サンプルを
、チオ硫酸塩ナトリウム／ヨウ素滴定手順を使用する塩素含有量の分析的測定のために取
り出した。このデータを、表１に示す。
【００４８】
【表１】

　このビーズの塩素の安定性は、非常に良く、そしてこのビーズが、９６日より長く殺菌
性であり続けると結論することが可能である。
【００４９】
　（実施例７）
　（代表的な殺菌性ポリマービーズの殺菌効力の試験）
　実施例１～４において調製したビーズを、水中に含まれる二つの病原体に対する殺菌活
性について試験した。この試験において、約３．３ｇ～３．４ｇの殺菌性ハロゲン化ビー
ズを、内径１．３ｃｍ、長さ約７．６ｃｍ（ビーズが空庄容積（ｅｍｐｔｙ　ｂｅｄ　ｖ
ｏｌｕｍｅ）は、２．９～４．４ｍＬの範囲）を有するガラスカラムへ詰めた。非ハロゲ
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ン化ビーズの同一のサンプルカラムを調製しコントロールとして使用した。要求量のない
水（ｄｅｍａｎｄ－ｆｒｅｅ　ｗａｔｅｒ）を用いて、流出物中に検出し得る遊離塩素が
０．２ｍｇ／Ｌ未満または遊離臭素が０．５ｍｇ／Ｌ未満になるまで洗浄した後、５０ｍ
Ｌの水性溶液（ｐＨ７．０にリン酸で緩衝化された、３．６～５．５×１０６ＣＦＵ（コ
ロニー形成単位）／ｍＬのグラム陽性細菌（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕ
ｓ（ＡＴＣＣ　６５３８））または４．９～６．８×１０６ＣＦＵ（コロニー形成単位）
／ｍＬのグラム陰性細菌（０１５７：Ｈ７　Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ（ＡＴＣ
Ｃ　４３８９５））を含有する要求量のない水）を、約２．９～４．４ｍＬ／秒の一様な
流量でこのカラムにポンプで通し、１回の通過あたりカラム内で約１秒の接触時間を達成
するようにした。この流出物の２５μＬのアリコートを、プレーティング前に０．０２Ｎ
チオ硫酸ナトリウムを用いてクエンチングし、そして５０ｍＬの接種物の残りをこのカラ
ムを通してすぐに再利用した。このプロセスを、さらに４回繰り返した（すなわち、この
カラムを６回通過した）。この二種の細菌の完全な不活化（６．６～６．８　ｌｏｇ／ｍ
Ｌ）を達成するために必要な接触時間は、塩素化されたメチル化ポリスチレンヒダントイ
ンビーズについては１秒～２秒であり、そして臭素化されたメチル化ポリスチレンヒダン
トインビーズおよび塩素化されたメチル化ポリスチレンヒドロキシメチルヒダントインビ
ーズについては１秒以下であった。この塩素化されたメチル化ポリスチレンイミダゾリジ
ノンビーズについては、より長い接触時間（Ｓ．ａｕｒｅｕｓを６．６　ｌｏｇ／ｍＬ減
ずるために２～３秒、およびＥ．ｃｏｌｉを約４．０　ｌｏｇ／ｍＬに減ずるために約６
秒）を必要とした。非ハロゲン化ビーズを含有するコントロールカラムは、同一の濃度の
接種物を使用した場合、６０秒より長い接触時間においていずれの細菌の減少ももたらさ
なかった。これはハロゲン化カラム中の細菌を、濾過によりただ排除したよりも不活化し
たことを示した。
【００５０】
　この実施例における結果は、実施例１～５において記載されるように調製したビーズが
、水性溶液中の細菌性病原体に対してかなりの効力を有すること、および水（特に再循環
する水）の消毒に使用するために優れた物質であることを示す。
【００５１】
　（実施例８）
　（臭気の制御）
　実施例１に記載されるように調製した約６．２重量％の塩素負荷を含有するビーズを、
Ｐｒｏｔｅｕｓ　ｍｉｒａｂｉｌｉｓの不活化によりアンモニア発生を制御するこのビー
ズの効力について調べた。
【００５２】
　５ｍｇ～１０ｍｇの塩化ビーズと１．０ｇの木材パルプ混合物（０．５重量％または１
．０重量％のビーズ）を、混合器（Ｈａｍｉｌｔｏｎ　Ｂｅａｃｈ　７　Ｂｌｅｎｄ　Ｍ
ａｓｔｅｒ　Ｍｏｄｅｌ　５７１００、ホイップ設定）中で２００ｍＬの蒸留水と混合す
ることにより調製した。木材パルプのパッドを製造する減圧濾過および続いて、２５℃で
空気中において乾燥させた後、このサンプルを、ペトリ皿に置いた。
【００５３】
　高レベルの臭気を与えることが公知である接種物を処方した。この処方物は、２５ｍＬ
のプールされたヒトの女性の尿と１．２５ｇの尿素と約１ｍＬの約１．３×１０８ＣＦＵ
／ｍＬのＰｒｏｔｅｕｓ　ｍｉｒａｂｉｌｉｓの水性懸濁液との混合物を９ｍＬ含有した
。
【００５４】
　非ハロゲン化ポリマーを含むコントロールの木材パルプを含む各サンプルに、上に記載
した処方物の１ｍＬを接種し、そしてこのペトリ皿を、パラフィルムを用いて密閉して、
そして３７℃で２４時間インキュベートした。次いで、このサンプルを、０．２５ｍｇ／
Ｌ～３０ｍｇ／Ｌの範囲の検出が可能であるＤｒａｇｅｒ管（Ｆｉｓｈｅｒ　Ｓｃｉｅｎ
ｔｉｆｉｃ，Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ，ＰＡ，およびＬａｂ　Ｓａｆｅｔｙ　Ｓｕｐｐｌｙ
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，Ｊａｎｅｓｖｉｌｌｅ，ＷＩ）を使用してアンモニア産生について測定した。このコン
トロールサンプルは、２時間～４時間の接触時間間隔において３０ｍｇ／Ｌより大きいア
ンモニア濃度を記録し、一方塩素化サンプル（０．５％および１．０％のビーズ／木材パ
ルプ混合物）は、４時間の接触後にわずか１．５～２．０ｍｇ／Ｌ、ならびに２４時間の
接触後にわずか約２．０ｍｇ／Ｌのアンモニア濃度を記録した。
【００５５】
　この多孔性塩化ビーズが、木材パルプのような吸収性物質との非常に少ない混合物でさ
えアンモニア発生（従って、有害な臭気）を防止する点で非常に有効である、と結論でき
る。
【００５６】
　本発明の好ましい実施形態を、例証しかつ記載したが、本発明の趣旨および目的から逸
脱することなくこれらの実施形態において種々の変更をなし得ることが、理解される。
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